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(2)　平成25年8月31日

大学図書館研究会・群馬県図書館協会専門研修
（群馬県大学図書館協議会・群馬県図書館協会　共催）

○平成２４年度第２回
テーマ：「件名標目の今日的な意義と課題」
日　時：平成２５年３月８日（金）１４時００分～１６時３０分
場　所：群馬大学（荒牧キャンパス）教養教育GC棟　301教室（視聴覚教室）
参加者：２３名（大学図書館２１名、公共図書館２名）
講　演：「件名標目の今日的な意義と課題　― NDLSHを例として ―」
　　　　国立国会図書館　収集書誌部収集・書誌調整課　課長補佐　大柴　忠彦 氏

【概要】　件名標目の今日的な意義と課題について、国立国会図書館件名標目表(NDLSH)を例に説明
があった。まず、セマンティック・ウェブ対応を視野に入れ、NDLSHをLinked Dataとして提供する
国立国会図書館の新しいシステムWeb NDL Authoritiesの紹介があった。次に、NDLSHの維持管理
について、特に、標目新設のプロセスについて紹介があり、併せて米国議会図書館件名標目表(LCSH)
及び日本図書館協会による基本件名標目表(BSH)との連携（NDLSHとの統合）について触れられた。
そして、最後に、NDLSHに係る今後の課題と将来展望について説明があった。
これまで、NDLSHが必ずしも他機関の「知」の主題アクセスポイントになっているとは言い難い、
との自己評価から、国立国会図書館では、転換点となる2004年の改訂作業がスタートする。改訂方針
としては、これまでなかった①シソーラス化：「をも見よ」参照の導入、シソーラス構造(BT,NT,RT)
の入力、②語彙の増大：語彙を積極的に新設、「を見よ」参照の充実、③汎用性の確保：適切な言葉の
採用、NDC9版分類記号の入力、BSH,LCSHとの連携、④ルールの明示：スコープノートの充実、「国
立国会図書館件名作業指針」の作成・公開、等により「活用されるNDLSH」を目指したとのこと。
また、NDLSHの汎用化の課題として、現在、児童書、ムック等を除く和図書のみとした付与対象を
拡大する必要性について、また、複雑で利用者にとって難解な細目を結び付けていく事前結合方式の妥
当性についても言及された。
参加者の意見等
　これまで、研究会では、「分類」「目録」、そして今回の「件名標目」と図書館業務のベースとなるテー
マを取り上げてきたが、研究会のテーマについては、参加者を考慮して、講演中心の説明解説的な「よ
り専門的なテーマ」と演習中心の実務的な「より一般的なテーマ」とを交互に実施したらどうかとの意
見もある。今回のテーマ「件名標目」については、参加者の声にも、「難しいテーマ」「インターネット時
代に今更件名か」と言った事前の印象から、「件名標目（NDLSH）を新しい目線で見ていく良い機会に
なった」「業務に活用できそう」「利用者にどう紹介していくべきか考えていきたい」「実務に大変役立つ
情報が得られた」等々の変化が見られ、「より専門的テーマ」採用の妥当性が裏付けられた。出来れば、
他館種とも日程調整し、より多くの参加者にもこうした ｢件名標目｣ についての「偏見」を払拭してい
ただけたら良かったのではと悔やまれた。

研究会報告
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トピックストピックス 群馬県立女子大学

　７月29日、本学附属図書館内に「アメリカン
シェルフ」がオープンしました。
　「アメリカンシェルフ」とは、米国国務省のプ
ロジェクトにより設置された「アメリカに関する
本棚」です。アメリカの歴史・文化・価値観への
理解を促進し、アメリカについて学ぶ機会を提供
することを目的として、日本では入手することが
難しい洋書や留学情報などが寄贈されています。
　本学はアメリカ研究に関する教育課程が開設さ
れており、海外留学に積極的に取り組んでいるこ
と、県民公開講座・授業など地域貢献に努めてい
ることが評価され、同プロジェクトの提携先に選
ばれました。
　図書館１階に常設の「アメリカンシェルフコー
ナー」を設けました。アメリカの社会・文化、政
治経済、アート、英語教育、留学情報など現在
200冊ほどの書籍が配架されています。本学学生、
教職員のほか、県民の皆様もご利用できます。

　また、オープンを記念して「アメリカを知ろ
う！」と題した企画展示コーナーを設けました。
本学の所蔵するアメリカに関する書籍をテーマ別
に展示したほか、「アメリカに渡った幕末・明治の
上州人」や「アメリカと群馬県の姉妹都市」のマッ
プを作成し紹介しました。

「アメリカンシェルフ」をオープンしました

オープンしたアメリカンシェルフコーナー

企画展示コーナー「アメリカを知ろう！」
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　日本最高気温41°Cを記録した今夏。各図書館は盛況なのではないでしょうか？
　こんな時、図書館を再発見してもらえるチャンスかもしれません。
　ラーニングコモンズ等、これからの大学・短大図書館の新たな展開や工夫を、会報でお知らせ
できたらと考えています。

編　集　後　記

理工学図書館リニューアルオープン

■新しい図書館はここが変わりました！

　昨年度、改修工事を行い、平成25年４月８日にリニューアルオープンとなりました。ラーニングコ
モンズや多目的ホール、リフレッシュコーナーなど施設も充実し、たいへん明るく奇麗になりました。
サービスデスクでは、プロジェクターやスクリーン等のプレゼンテーション用機器も貸し出していま
す。ぜひ一度ご覧ください。

１Fリフレッシュコーナー
カップ飲料の自動販売機があり、
飲食できるエリアです。

１Fラーニングコモンズ
テーブルを自由に組み合わせて、
グループ学習ができます。

学修室（６室）
グループ学習、ミーティングに
最適な部屋です。

１F図書室
理工学系の図書を閲覧できます。

２F多目的ホール
プレゼンテーション機器が完備
された小ホールです。

２F閲覧室
１人用デスク、カウンター席を
新設しました。

２Fクワイエットスタディゾーン
一人静かに集中したい人の自習
スペースです。

３Fコンピュータ演習室B
端末が60台用意された演習室で
す。

４Fコンピュータ演習室A
端末が120台用意された演習室
です。

トピックストピックス 群　馬　大　学




